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の教訓を残している。一つは KEDOが米韓日をコアにして EUほか 9か国の関与を得て一定の前
進を勝ち取ったことが、今後も考慮すべき先例と考えられる。一方、中心国の政権交代によって
合意が大きく崩れていった経過を繰り返さないための方策を考案しなければならない。




る。同年 10月、6か国は、「第 2段階の行動」に合意し、北朝鮮は「寧辺 3施設の無能力化」と「核
計画の完全かつ正確な申告」を行うことになった。前者の無能力化に関しては 2009年 4月に約
















































































































































































































































































































































































































































































確に拡大抑止の内容を再確認した（JAPAN-U.S. SCC 2007）。例外的に簡素であった 2014年
SCCを別として、最新の 2013年 SCC共同声明は「核及び通常戦力を含むあらゆる種類の米国の
軍事力による日本の安全に対する同盟のコミットメントを再確認した」と述べている（JAPAN-U.



































ないか、との懸念が内外の専門家から指摘され始めている（TAKUBO & VON HIPPEL 2013）、









































協力及び交流に関する合意」、翌年 1月には「朝鮮半島非核化のための南北共同宣言」（ROK & 





























の有力政治家の核武装発言が報道され、批判的分析の対象となった（HAYES & MOON 2014）。
また、大統領自身が核ドミノへの懸念を表明した（BAKER & GALE 2014）。米韓原子力協定の
改訂を巡っては、韓国は使用済み燃料の再処理について、現在のケース・バイ・ケースによる「共
同決定」方式から、日本と同等の「包括同意方式」による再処理承認を強く要求した（KANE 






















































めて交渉のテーブルに戻す試みとして、中国のイニシャチブによる 6か国協議が 2003年 8月に
始まった。協議には中国、北朝鮮、日本、韓国、ロシア、米国が参加した。6か国協議は 2008年
12月まで 6ラウンド、13回の公式会合が行われた。その経過をボックス 1に掲載する。協議の







2003 年 8 月 27 日 ～ 29 日 第 1ラウンド
北朝鮮の核問題を平和的に解決する方針を確認。
2004 年 2 月 25 日 ～ 28 日 第 2ラウンド
朝鮮半島の非核化が共通の目的と確認。この後 2回の作業部会。米は
CVID（完全で検証可能で不可逆的な解体）を要求。
2004 年 6 月 23 日 ～ 26 日 第 3ラウンド
北朝鮮の核兵器廃棄へ向けて第一段階としての核開発の凍結に関し、日
米韓と北朝鮮の間には、範囲、検証、補償をめぐり隔たり。









2005 年 11 月 9 日 ～ 11 日 第 5ラウンド第 1セッション
「9.19声明」の履行に関し、具体案を協議するも、北朝鮮が米の金融制裁
に反発し、休会。（この間に北朝鮮による飛翔体発射と第 1回核実験）
2006 年 12 月 18 日 ～ 22 日 第 5ラウンド第 2セッション
議長の中国が「9.19声明」履行のための作業計画の協議を提案するも、
米による金融制裁の解除を要求する北朝鮮が同意せず休会。






2007 年 3 月 19 日 ～ 22 日 第 6ラウンド第 1セッション
第 5ラウンドで設置された 5つの作業部会の進捗状況を報告。米の金融
制裁を理由に北朝鮮が実質的な協議を拒否し、休会。
2007 年 7 月 18 日 ～ 20 日 第 6ラウンド首席代表者会議（第 1回）
北朝鮮が寧辺の核施設の活動停止を行い、IAEAが北朝鮮で活動を開始し
たことを評価。「次の段階」に関しては不一致。


























が含まれていた（SIX-PARTY TALKS 2007-2）。北朝鮮は 2008年 6月に行われた、よく知られ
た冷却塔の公開爆破を含め、無能力化に取り組んだ。米議会調査局の報告によれば無力化は 11段























































































































































● 1998年 12月 4日、国連総会で
　一国の非核兵器地位を全会一致決議



















































































































































































































に関する基本情報をボックス 4にまとめた。2006年 10月の実験は推定爆発威力が 1キロトン以
下と推定され（U.S. DIRECTOR OF NI 2006）（PABIAN & HECKER 2012）、多くの専門家
は「目標を下回る失敗であった」と評価した。1キロトンは通常最初の核実験で目指すとされる
10キロトン～ 20キロトンよりはるかに低い威力であるからだ（KIM 2013）。2009年 5月の 2
回目の実験は、威力が数キロトン程度（1 回目の 4 ～ 6 倍）と推定されている（U.S. 
DIRECTOR OF NI 2009）（PABIAN & HECKER 2012）。公開情報で見る限り核爆発の証拠











SANGER & SCHMITT 2013）、（SCHMITT 2013）が出され、他の専門家からも「そのような
証拠はないとの見解（THIELMANN 2013）も発表された。核戦力評価の権威でもある全米科学
者連盟（FAS）も「北朝鮮が（ミサイルに搭載可能な）核兵器化に成功したという証拠はない」












　　　　　米国家情報長官：10月 16日、核実験を確認、爆発威力は 1キロトン以下と発表 2）。
　　　　　CTBTO：マグニチュード 4.13）
　■科学的知見
　　　　　米国家情報長官：10月 16日、10月 11日に収集した標本から放射性核種を検出 2）
　　　　　CTBTO：10月 23日、IMS（国際監視制度）のイエローナイフ観測所（カナダ）で Xe133を検出 3）。















　　　　　CTBTO：55日後、高崎で Xe131mと Xe133を検出。ロシアのウスリースク観測所でも検出 11）。
1） KCNA 2006-2　　　　2） U.S. DIRECTOR OF NI 2006　　　　3） CTBTO　　　　4） KCNA 2009-3
5） CTBTO 2009　　　　6） U.S. DIRECTOR OF NI 2009　　　　7） PARK 2013　　　　8） KCNA 2013-3




ら評価すると、2012年時点では核弾頭 4～ 8発（KIM 2013）、（SIPRI）、その後も生産が続い




40-50キログラムと推定されている（HECKER & LIOU 2015）が、その後 3回の核実験で使用
した量を推定して、科学・国際安全保障研究所（ISIS）は 2014年 12月時点の保有量を 30-34キ
ログラムと推定している（TASS 2014）。北朝鮮は黒鉛炉の再稼働の方針を発表し（1.16節、
KCNA 2013-7）、衛星写真による分析でも運転が確認された（ALBRIGHT & KELLEHER-
VERGANTINI 2014-1）（HANSEN 2013）。その後、理由が不明の停止が確認され、使用済み
燃料の取り出しと再処理が懸念されている（ALBRIGHT & KELLEHER-VERGANTINI 
2014-2）。建設中の試験軽水炉は 2012年の完成予定が遅れている模様である（ALBRIGHT, 
KELLEHER-VERGANTINI & YOU 2014）。もし軽水炉が完成すれば、最大年間 20キログラ























1998 年 8 月 31 日 テポドン 1号（北朝鮮では白頭山 1号または銀河 1号と呼ばれる 1）、2）。）
性　　能：北朝鮮は 3段式と発表 3）、一般的にペイロードに推進力を持たせた 3段
式という理解 2）,4）,5）。人工衛星・光明星 1号打ち上げの試みとの理解も 5）。




2006 年 7 月 5 日 テポドン 2号（白頭山 2号、銀河 2号）2）,4）。
性　　能：この時の発射に関する映像がなく、2009年のテポドン 2号と同じかどう
か不明 4）。日本政府は新型ブースターを第 1段目、ノドンを第 2段目に











摘　　要：発射前の 2月 24日に北朝鮮は実験用通信衛星・光明星 2号を運搬ロケッ
ト銀河 2号で発射するとの談話を発表 8）。






2012 年 12 月 12 日 テポドン 2改良型（銀河 3号）
性　　能：3段式。テポドン 2号派生型。各国の推定射程距離は 3,400~15,000km
の範囲にある 2）。





1) AOKI 2014　　　　2) KIM 2013　　　　3) KCNA 1998　　　　4) SCHILLER 2012　　　　5) ELLEMAN 2013
6) JAPAN MOD 2007　　　　7) JAPAN MOD 2010　　　　8) KCNA 2009-1　　　　9) KCNA 2012-1
































1993 年 5 月 11 日 安保理決議 825（1993）
DPRKによるNPT脱退通告に関し、南北による朝鮮半島の非核化共同宣言を想起し、
再考を促す。
1994 年 11 月 4 日 安保理議長声明 S/PRST/1994/64
米朝枠組合意と黒鉛炉および関連施設の凍結を歓迎し、IAEAによる保障措置の再
開を要請。
2006 年 7 月 15 日 安保理決議 1695（2006）
7月 5日の多数の弾道ミサイル発射を非難。弾道ミサイル計画の停止を要求。ミサ
イル関連物資や技術の北朝鮮への移転禁止。
2006 年 10 月 6 日 安保理議長声明 S/PRST/2006/41
10月 3日の北朝鮮外相による核実験の予告を非難し、6か国への復帰を求める。




2009 年 4 月 13 日 安保理議長声明 S/PRST/2009/7
4月 5日の発射非難。
2009 年 6 月 13 日 安保理決議 1874（2009）




2010 年 6 月 7 日 安保理決議 1928（2010）
安保理決議 1718および安保理決議 1874による制裁の実施に関する報告を再度要請
すると同時に、提出期限を延長。
2011 年 6 月 10 日 安保理決議 1985（2011）
北朝鮮に対する制裁措置の実施状況に関する専門家パネルに対し、その任期を延長
し、報告書の作成と提出に関する枠組みを指示。
2012 年 4 月 16 日 安保理議長声明 S/PRST/2012/13
3月 13日の発射を、「弾道ミサイル技術の技術を利用したいかなる発射も」安保理
決議違反として非難。
2012 年 6 月 12 日 安保理決議 2050（2012）
北朝鮮に対する制裁措置の実施状況に関する専門家パネルに対し、その任期を延長
し、報告書の作成と提出に関する枠組みを指示。
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